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に見えるなかで、協同組合のアイデンティティの確立のためには、公共哲学的視点と社会観の構想力

が問われることになる。協同組合セクターとして、どういう社会像を構想するのか？ 第６原則「協

同組合間協同」、第７原則「地域社会への配慮・関与」も、パラダイム転換としての新たな社会像、社

会観が共有されていなければ結実していかないだろう。「ネットワークの本質は『浸透』であり、その

浸透作用によって、組織の『排除』作用で一度失われた連結可能性を回復し、再吟味し、再利用でき

る選択肢を増やすことにある」（西口敏宏『ネットワーク思考のすすめ』）。「自助」「公助」の限界と課

題が明らかになるなかで、福祉・子育て・教育・雇用・防災・環境・再生可能エネルギー問題などを

切り口にした「共助」「協同労働」「住民自治」による地域づくりの総合的なデザインが課題となって

いる。これまでの協同組合間協同の到達点をどう評価するか、また公共的関心事項との接点でその連

結可能性をどのように回復・再吟味・再利用していくのか？  

シンポジウムでは、ユネスコ登録を契機に、協同組合に対する国民的リテラシーの向上と社会的承認

のステップアップのあり方も含めて、非営利・協同のネットワーク、連帯システムの課題について議論

したい。 

 

座長解題 松岡 公明（農林漁業団体職員共済組合） 

報告 

第１報告 大高 研道（明治大学）「コミュニティ媒介者としての協同組合の位置と役割 

～「手段」としての協同から「目的」としての協同の時代に～」 

第２報告 石田 正昭（龍谷大学）「協同組合間協同：理念を実践する」 

コメント 

コメンテーター１ 志波 早苗（一般社団法人くらしサポート・ウィズ） 

コメンテーター２ 田嶋 康利（日本労働者協同組合連合会） 

コメンテーター３ 岡村 信秀（広島県生活協同組合連合会） 

パネルディスカッション ／ 会場討論 ／ 座長総括 

 

 
             臨時総会、新理事会              
 

大会シンポジウム終了後、臨時総会、学会賞の表彰式、新理事会を行います。会員、新理事の皆さ

まのご出席をお願いします。 

日  時： ９月２３日（土）17：10～18：00 

会  場： 徳島大学 総合科学部１号館３F 301教室 

主な議題：① 第 19期（2017.9～2年間）役員の選出について 

② その他 

※ 臨時総会終了後、同じ会場で新理事会を開催します。 

主な議題：① 会長、副会長の選出について 

        ② その他 
 
 
                交流会                 
 
日 時： ９月２３日（土）18：15～19：50 

会 場： 徳島大学 食堂 Dining きらら  ※ 前掲の会場案内図を参照して下さい。 

参加費： 一般会員4,000円、学生会員3,000円です。 

準備の都合上、参加申込ハガキで事前に申し込んで下さい。なお、交流会参加費振込後は

返金いたしません。 
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